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滋賀県南部介護サービス事業者協議会規約 

 
（名 称） 
第１条 本会は、滋賀県南部介護サービス事業者協議会（以下「協議会」という。）と
称する。 
 
（目 的） 
第２条 協議会は、介護サービス事業者等（以下「事業者」という。）が、安定した経
営基盤を築きながら、誰もが安心して暮らせる地域社会を形成する一員として、そ
の責任を果たしていくため、以下の三つの連携を柱として、多様で良質な利用者本
位の介護サービスを提供していくことを目的とする。 
（１） 事業者の連携 
（２） 医療との連携 
（３） 地域との連携 
 
（事 業） 
第３条 協議会は、前条の目的を達成するために次に掲げる事業を行う。 
（１） 事業者間の情報交換及び意見交換 
（２） 事業者情報の利用者等への発信 
（３） サービスの質の向上に関する研修、調査及び研究等 
（４） 関連行政機関との連絡調整及び提言 
（５） 介護保険に関わる各種関係機関等との連携、協議 
（６） その他協議会の目的を達成するために必要な事業 
 
（組 織） 
第４条 協議会は、滋賀県南部地域（草津市・栗東市・守山市・野洲市。以下南部地
域という。）を事業実施地域とする、介護保険法第８条及び第８条の２の規定に基づ
くサービス事業を行う事業者のうち、第２条の目的に賛同する事業者により構成す
る。 
 
（入 会） 
第５条 協議会に入会を希望する事業者は、所定の入会申込書を会長に提出するもの
とする。 
２ 会員は、前項の入会申込の内容に変更があった場合は、会長に届け出るものとす
る。 
 
（退 会） 
第６条 退会を希望する会員は、所定の退会届出書を会長に届け出るものとする。 
２ 前項の規定にかかわらず、会員が次のいずれかに該当する場合には、退会したも
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のとみなす。 
（１） 会員が第４条に定める事業を廃止した場合 
（２） 長期にわたって年会費を滞納した場合 
（３） その他役員会で認めた場合 
 
（役 員） 
第７条 協議会に次の役員を置く 
（１） 会長     １名 
（２） 副会長    ３名 
（３） 運営委員   若干名 
（４） 監事     ２名 
２ 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 
４ 運営委員は、協議会活動の企画・運営に当たるとともに、協議会の事務を行う。 
５ 監事は、協議会の経理・会計事務を監査し、総会に報告する。 
 
（役員の選任） 
第８条 役員は、会員の互選により選出し、総会で承認する。 
２ 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 
３ 役員に欠員が生じたときは、会員の中から役員会において後任を選任し、直近の
総会で承認を得るものとする。この場合、後任の役員の任期は、前任者の残任期間
とする。  
 
（会 議） 
第９条 協議会の会議は、次のとおりとし、会長が招集する。 
（１） 総会 
（２） 役員会 
２ 総会は年１回開催する。ただし、会長が必要と認めた場合は、臨時総会を開催す
ることができる。 
３ 総会の議長は会長が務める。 
４ 役員会は必要に応じて随時開催する。 
 
（総会の議決） 
第10条 総会の議事は、この規約に規定するもののほか、出席した会員の過半数をも
って決し、可否同数の場合は、議長の決するところとする｡ 
２ 総会に付議すべき事項は、次に掲げる事項とする。 
（１） 運営に関すること。 
（２） 規約の改廃に関すること。 
（３） 役員の承認に関すること。 
（４） 予算及び決算に関すること。 
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（５） その他会長が必要と認めた事項に関すること。 
３ 総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項について書面をもって表
決し、又は他の会員を代理として表決を委任することができる。 
４ 前項の場合における第１項の規定の適用については、当該会員は出席したものと
みなす。 
 
（役員会） 
第11条 役員会は、第２条に規定する目的及び第３条に規定する各事業内容の趣旨に
沿って協議会の活動内容を企画し、必要な調整等を行う｡ 
２ 前項の協議会活動及び専門部会の円滑な運営を図るため、役員会に運営委員会を
設置し、必要に応じて各専門部会の代表等の参画を求め、必要な調整等を行う。 
３ 運営委員は、各専門部会の代表を兼ねることができる。 
４ 運営委員会は、協議会の事務局を兼ねる。 
 
（専門部会） 
第12条 協議会の事業を効果的に行うため、必要に応じて次の専門部会を置いて事業
を実施する。 
（１） 地域部会 
（２） サービス部会 
（３） プロジェクト部会 
２ 地域部会は、各市域を単位として設置し、主として各市域における会員間の情報
交換・交流、市域独自の課題検討等を行う。 
３ サービス部会は、介護サービス業種・形態を単位として設置し、主として、各サ
ービス業種における会員間の情報交換・交流、各業種独自の課題検討等を行う。 
４ プロジェクト部会は、主として、地域部会・サービス部会を横断する課題検討、
関係機関との連携協力、イベント開催等について、プロジェクトチームを設置して
企画実施する。 
５ 会員の運営する各事業所は、いずれかの部会に所属するものとする。 
 

（収 入） 
第13条 協議会の収入は、次に掲げるものをもって構成する。 
（１） 会費 
（２） 財産から生じる収入 
（３） 事業に伴う収入 
（４） その他の収入等 
 
（会 費） 
第14条 会員は、毎年度会費を納入しなければならない。 
２ 納入済みの当該年度分の会費は返却しないものとする。 
３ 会費の金額等は、別途総会で定める。 

2010.6.27 

 - 4 -

（会計年度） 
第15条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終了する。 
 
（事務局） 
第16条 協議会の事務を処理するため、事務局を置く。 
２ 事務局は、第12条に定める運営委員会内に置く。 
 
（その他） 
第17条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が役員会
に諮って別に定める。 
 
附則 
（施 行） 
１ この規約は、協議会設立の平成２２年６月２７日から施行する。 
 
（役員の任期） 
２ 協議会設立当初の役員任期は、第８条第２項の規定にかかわらず、設立総会の日
から平成２３年の通常総会終了のときまでとする。 
 
（会計年度） 
３ 協議会設立当初の会計年度は、第15条の規定にかかわらず、設立総会の日から、
平成２３年３月３１日までとする。 
 
（事務局） 
４ 協議会設立当初の事務局は、第16条の規定にかかわらず、滋賀県南部健康福祉事
務所内に置く。 
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滋賀県南部介護サービス事業者協議会設立趣意書 
         

 2000年に介護保険法が施行されてから 10年。 
私たちは、誰もが安心して暮らせる地域社会を形成する一員として、その責任を果たし

ていくため、以下の三つの連携を柱として、「(仮称)滋賀県南部介護サービス事業者協議会
（以下、「南部協議会」）」を設立したいと考えています。 

南部協議会が目指す三つの連携 
 

 
 
 
 
 
設立の理由は以下のとおりです。 
１．滋賀県南部地域は、全国でも稀な人口増加継続地域であり、今後さらに介護サービ

スの需要増大が見込まれること。 
２．そうした中で、介護を必要とする人々を支えていくために、医療、介護、地域等の

連携が不可欠であること。 
３．そのために、まず、介護サービス事業者が相互に連携・協力し、安定した経営基盤

を築きながら、質の高いサービスを提供することが不可欠であること。 

上記を実現していくため、南部協議会を設立し、以下の３つの基本方針のもと、具体的

な事業を展開していきたいと思いますので、主旨をご理解の上、南部協議会に加入いただ

き、共に実践・行動してくださるよう、よろしくお願いします。 

南部協議会の活動の基本方針(案) 

 

 

 

 

 

１．利用者起点で考える（利用者に直結することを優先する） 

介護保険法に定める各種介護サービス事業の基準「要介護者の心身の状況等に応じて

適切な(各種)サービスを提供するとともに、自らその提供する(各種)サービスの質の評
価を行うことその他の措置を講ずることにより常に（各種の）サービスを受ける者の立

場に立ってこれを提供するように努める」ことを最優先で考えます。 

１．事業者の連携 

２．医療との連携 

３．地域との連携 

１．利用者起点で考える（利用者に直結することを優先する） 

２．柔軟な体制とする（既存の組織を生かす） 

３．地域の特徴を活かし、成長する協議会を目指す（新たな領域にチャレンジする） 
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２．柔軟な体制とする（既存の組織を生かす） 

南部地域においては、既に市単位やサービス事業単位での連絡協議会等が設立されて

おり、事業者間の連携の下地があります。南部協議会は、そうした既存の組織・活動を

生かしながら、新たな組織として運営すると共に、既に県内各地域で設立されている事

業者協議会とも連携し、さらに大きな力にしていきたいと考えています。 

３．地域の特徴を生かし、成長する協議会を目指す（新たな領域にチャレンジする） 

南部地域は、他の地域と比べて、医療機関や訪問看護ステーションが充実し、そのネ

ットワークもあり、また、全国でも希な人口増加地域と予測されており、地域における

人的資源が豊富であることも特徴です。 
南部協議会は、こうした、これまでに蓄積された地域の特徴や強みを生かし、行政や

医療機関等との連携を図るとともに、既存の介護サービス事業の枠に留まらず、地域と

連携しながら、誰もが安心して暮らせる地域社会を築く一員として新たな領域にチャレ

ンジし、発展していきたいと考えています。 

 

具体的な事業内容(例) 

 

 

 

 

 

 

平成２２年４月２８日 
滋賀県南部介護サービス事業者協議会 

設立発起人 一同 
 
   
 

１．介護サービス事業者間の交流、情報交換 
２．介護サービスに関する研修会等の開催 
３．介護サービス、介護保険制度等の課題に関する調査研究、提言 
４．介護に関わる各種関係機関等との連携、協議 
５．介護サービス事業に関する広報、情報発信 
６．その他介護サービスに関する課題に対応した取り組み 

地域・医療・介護が連携し、要介護者（介護サービス利用者とその家族）を支えるイメージを表現しています。 

介護 医療 

要介護者

（家族） 

地域 


